
超小型端末を利用したメタファに基づく操作手法
-ウェアラブルの未来を作ってます-
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SynCro AudioTouch
 未来背景・解決すべき問題
- IoT化に伴い周辺環境の端末数が増加する
- ユーザが同時に用いる端末数が増加し
システムの操作が複雑化

 どんな未来を実現？
- 複数の端末を使用する状況でも、ユーザ

の状況を理解し、スマートな状態に
 成果概要
- スマートフォン・スマートウォッチのUI

をユーザの状況に応じて自動的に変更
するシステムの開発

 未来背景・解決すべき問題
- IoT化に伴い多様な機器を直観的に操作する

ようになる（音声、ハンドジェスチャ入力）
- どこでも使える、疲れにくい、人から
見えにくい操作手法が必要となる

 どんな未来を実現？
- インターネットに接続されたあらゆる端末を

どこにいても手元の小さな動作を用いて操作
できる未来

 成果概要
- 手や指の動作を妨げない、指にセンサを取り

付ける必要のない詳細な手形状を認識可能な
手法を開発

- 指を数字キーに見立てた操作などが可能
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コンテキストアウェアネス
スマートフォンとスマートウォッチを利用した
単一端末では困難な詳細なユーザの状況の理解

クロスデバイスインタラクション
スマートフォンとスマートウォッチを併用する
インタラクション

コンテキストアウェアネス
クロスデバイスインタラクションを提案
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 両方の端末を見ているとき
- 両端末の画面を利用し、地図を広く確認できる
- スマートウォッチで目的地周辺、スマート

フォンで広域図を確認可能
 スマートウォッチのみを見ているとき
- 目的地までの距離と方向のみの簡単な表示
- 歩きながらでも見れる程度の情報量を表示
 スマートフォンのみを見ているとき
- スマートウォッチの画面も同時に確認可能
- スマートウォッチをつけている手首を回転

させて簡単にズームイン・アウトを行える

アプリケーション例：地図アプリケーション

スマートフォン・スマートウォッチに内蔵された加速度
センサのデータに対して機械学習を利用しコンテキストを
認識
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24コンテキスト認識
14 静止状態 (a – n) 

+ 
10 歩行状態 (a’ – j’)
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 2つのピエゾ素子を用いて手の甲上での音の伝わり方を計測
- 手や指を動かすことで手の甲の音の伝わり方が変わることに着目
- 能動的音響計測[Touch&Activate, Ono et al., UIST ’13]を利用

- ピンチジェスチャセット（A-1 – A-12）:
89.2% (SD=8.4)

- 手のひらジェスチャセット（C-1 – C-6）:
83.2% (SD=20.8)

- カメラ
オクルージョンの問題、ジェスチャの認識範囲がカメラの
視野角および設置場所に依存

- グローブ型センサ
ジェスチャ認識中グローブを装着し続ける必要がある

- 指輪型センサ・指にセンサを取り付ける手法
指の動きを妨げる場合がある

認識ジェスチャ一覧

認識するコンテキスト

ジェスチャ認識精度

関連研究との比較 システム構成図
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